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う
で
あ
っ
た
よ
う
に
公
式
組
織
(formal
organization)
の
み
に
限
る
こ
と
な
く
、
個
人
お
よ
び
非
公
式
組
織
(informal
organization) 
と
の
関
連
を
も
含
め
て
、
こ
れ
を
全
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
け
だ
し
、
現
実
に
経
験
す
る
経
営
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動
(
h
u
m
a
n
 be, 
h
a
v
i
o
r
)
を
統
一
的
に
説
明
ー
従
っ
て
予
測
と
統
制
ー
—
し
う
る
理
論
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
日
わ
れ
わ
れ
が
経
営
組
織
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
と
き
、
か
っ
て
そ
|
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h
r
i
s
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r
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r
i
s
,
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e
r
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n
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l
i
t
y
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n
d
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r
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o
n
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e
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e
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(
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H
a
r
p
e
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1957). pp. 
xiii+291.-
組
織
と
人
間
行
動
組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
公
式
組
織
が
経
営
目
的
達
成
に
対
し
て
合
目
的
的
に
構
成
せ
ら
れ
る
経
営
の
中
核
体
で
あ
る
限
り
、
組
織
理
論
の
焦
点
が
公
式
組
織
に
合
わ
さ
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
伝
統
的
組
織
理
論
で
は
、
公
式
組
織
の
静
態
的
構
造
の
み
を
、
具
体
的
な
経
営
情
況
か
ら
独
立
的
に
取
扱
う
と
い
う
一
面
性
を
免
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
伝
統
的
組
織
理
論
に
お
け
る
人
間
行
動
の
理
解
は
、
合
理
的
な
経
済
人
(economic
m
a
n
)
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
経
済
人
的
仮
説
に
対
し
て
、
社
会
学
な
い
し
社
会
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
批
判
を
加
え
る
と
と
も
に
、
組
織
理
論
の
実
体
充
実
に
あ
飯
野
春 七
樹
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第
三
章
組
織
と
人
間
行
動
第
二
章
公
式
組
織
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
イ
（
飯
野
）
係
諸
学
派
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
た
し
か
に
人
間
関
係
論
の
貢
献
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
伝
統
が
あ
る
。
い
わ
ば
人
間
関
係
人
(social
m
a
n
}
と
し
て
の
人
間
行
動
の
理
解
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
個
人
、
公
式
組
織
、
非
公
式
組
織
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
は
、
す
で
に
相
当
の
歴
史
を
も
っ
と
し
て
も
、
現
実
の
組
織
、
お
よ
び
、
そ
こ
に
お
け
る
全
体
と
し
て
の
人
間
行
動
の
理
論
は
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
多
く
を
見
出
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
（注）
以
下
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
ア
ー
ジ
リ
ス
(
C
. 
A
r
g
y
r
i
s
)
の
近
著
は
、
か
か
る
人
間
行
動
を
組
織
行
動
(organizational
b
e
h
a
v
i
o
r
)
と
名
付
け
、
多
数
の
既
存
文
献
（
主
に
実
証
的
研
究
）
の
綜
合
に
よ
っ
て
、
理
論
体
系
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
好
著
で
あ
る
。
因
み
に
本
書
の
構
成
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。本
書
の
基
本
的
仮
定
と
視
点
論
か
ら
み
た
人
間
関
係
論
は
、
そ
の
非
公
式
的
側
面
を
偏
重
す
る
き
ら
い
個
人
的
・
集
団
的
適
応
第
一
線
監
督
者
公
式
組
織
と
健
康
な
個
人
間
の
不
調
和
の
度
合
の
減
少
有
効
な
管
理
者
行
動
の
発
展
要
約
と
結
論
七
さ
れ
る
数
百
に
お
よ
ぶ
具
体
的
な
調
査
研
究
文
献
は
す
べ
て
省
略
す
る
。
な
お
、
本
文
中
の
ゴ
シ
ッ
ク
は
各
章
の
節
見
出
し
を
い
み
す
る
。
（
注
）
ア
ー
ジ
リ
ス
は
エ
ー
ル
大
学
労
慟
経
営
研
究
所
に
あ
り
、
バ
ッ
キ
(E.W.
B
a
k
k
e
)
と
と
も
に
組
織
理
論
研
究
で
有
名
。
E
m
e
c
u
t
さ
e
Leadership̀
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.
の
ほ
か
、
著
書
、
論
文
お
よ
び
中
間
報
告
冊
子
な
ど
多
数
が
あ
る
。
る
。
ハ
ー
ス
ナ
リ
テ
イ
（
以
下
人
格
と
訳
す
）
と
公
式
組
織
の
考
察
か
ら
始
ま
る
。
紙
面
の
制
約
と
、
理
論
上
の
相
対
的
価
値
か
ら
、
こ
の
部
分
は
簡
第
一
章
本
書
の
主
題
組
織
行
動
の
分
析
は
、
そ
の
基
本
的
楷
成
要
素
で
あ
以
下
に
そ
の
所
論
を
要
約
し
て
紹
介
し
よ
う
。
紙
面
の
都
合
で
、
引
用
で
あ
る
。
第
九
章
第
八
章
的
組
織
理
論
が
組
織
の
公
式
的
側
面
に
偏
向
し
た
反
動
と
し
て
、
組
織
理
第
七
章
第
六
章
第
五
章
経
営
者
の
反
応
と
そ
れ
が
従
業
員
に
及
ぼ
す
影
響
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
の
は
、
一九――
-
0年
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
人
間
関
第
四
章
586 
か
よ
う
に
人
格
ほ
、
そ
の
基
本
的
部
分
と
し
て
は
同
じ
欲
求
や
能
力
を
口
他
人
へ
の
依
存
状
態
か
ら
相
対
的
独
立
状
態
へ
H
受
動
的
活
動
状
態
か
ら
能
動
的
活
動
状
態
へ
る。
能
力
を
大
別
す
れ
ば
、
認
識
能
力
(
k
n
o
w
i
n
g
~
)
、
実
行
能
力
あ
る
。
そ
れ
は
欲
求
と
環
境
の
間
で
機
能
す
児
）
の
段
階
か
ら
成
熟
（
大
人
）
の
段
階
へ
と
発
展
す
る
傾
向
を
も
っ
と
わ
れ
の
文
化
に
お
け
る
人
間
は
、
人
格
に
内
在
す
る
欲
求
体
系
か
ら
生
ず
る
。
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
成
長
過
程
の
特
徴
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
わ
れ
動
す
る
。
⑲
心
理
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
は
欲
求
の
な
か
に
あ
る
。
す
な
ず
、
逆
に
自
己
を
理
解
し
な
け
れ
ば
他
人
を
理
解
し
え
な
い
も
の
で
あ
め
ら
れ
て
い
る
。
人
々
は
心
理
的
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
さ
て
、
れ
る
。
一
般
に
c
人
格
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
示
す
る
と
い
う
仮
説
が
認
組
織
と
人
間
行
動
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
人
格
は
、
あ
る
部
分
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
連
の
様
式
と
か
ら
な
り
、
3
人
格
の
部
分
は
全
体
を
、
全
体
は
部
分
を
維
持
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
組
織
体
で
あ
る
。
⑱
人
格
は
内
的
ー
外
的
均
衡
を
同
時
的
に
、
か
つ
動
態
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
諸
部
分
間
の
内
的
適
応
(
a
d
j
u
s
t
m
e
n
t
)
と
、
全
体
と
し
て
の
人
格
と
外
部
環
境
間
の
外
的
適
応
(
a
d
a
p
t
a
t
i
o
n
)
と
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
全
体
的
均
衡
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
か
か
る
固
有
の
自
己
維
持
傾
向
が
自
我
実
現
(
s
e
l
f
,
a
c
t
u
a
l
i
z
a
t
i
o
n
)
傾
向
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
格
の
安
定
が
保
た
わ
ち
、
が
欲
求
を
表
現
し
、
欲
求
を
実
現
す
る
た
め
に
発
達
さ
せ
る
も
の
は
能
力
(
a
b
i
l
i
t
i
e
s
)
で
⑱
人
格
は
能
力
を
も
つ
。
(
d
o
i
n
g
~
)
、
成
裳
兄
能
力
(
f
e
e
l
i
n
g
~
)
の
三
つ
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
し
て
も
、
か
か
る
部
分
の
ユ
ニ
ー
ク
な
統
合
物
と
し
て
の
全
体
的
人
格
は
、
各
個
人
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
各
人
の
成
長
段
階
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
く
る
。
か
か
る
⑱
人
格
の
組
織
体
に
自
我
と
い
う
概
念
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
自
我
(
t
h
e
s
e
l
f
)
は
、
も
し
不
安
、
対
立
、
欲
求
不
満
の
ご
と
き
脅
威
を
感
ず
る
と
、
一
般
に
防
禦
反
応
(
d
e
f
e
n
s
e
reaction) 
を
示
す
。
＠
防
禦
機
構
は
脅
威
に
対
し
て
自
我
を
守
る
べ
く
、
攻
撃
、
抑
圧
、
投
射
そ
の
他
の
行
為
を
示
す
。
さ
て
、
最
後
に
、
人
格
は
そ
の
成
長
に
つ
れ
て
、
よ
り
多
く
の
欲
求
や
能
力
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
深
化
せ
し
め
、
経
験
の
世
界
を
拡
大
す
る
。
⑱
成
長
は
部
分
の
増
加
と
，
私
的
世
界
“
の
増
加
を
い
み
す
る
。
た
だ
し
自
我
の
成
長
と
自
我
の
理
解
に
は
、
社
会
的
相
互
作
用
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
他
の
人
々
を
理
解
し
な
け
れ
ば
自
己
を
理
解
し
え
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
、
次
の
よ
う
に
非
成
熟
（
幼
（
飯
野
）
七
四
.587 
（
飯
野
）
し
て
取
扱
う
に
当
っ
て
、
ま
さ
に
受
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
条
件
で
あ
る
。
(givens) 
か
か
る
発
展
段
階
に
沿
っ
て
成
長
せ
ん
と
す
る
努
力
が
、
0
人
格
の
基
本
的
な
自
我
実
現
傾
向
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
人
間
を
組
織
構
成
員
と
人
格
（
第
二
章
）
に
ひ
き
続
い
て
、
組
織
行
動
の
他
の
基
本
的
構
成
要
素
と
な
る
公
式
組
織
(formal
organization)
の
本
質
と
、
そ
れ
が
人
格
に
及
ぼ
す
作
用
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
第
三
章
）
云
う
ま
で
も
な
く
、
公
式
組
織
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
特
質
は
、
そ
の
合
理
性
、
論
理
性
で
あ
る
。
囚
公
式
組
織
は
合
理
的
組
織
で
あ
る
。
そ
の
構
造
は
特
定
目
的
を
反
映
し
て
お
り
、
各
構
成
員
ほ
公
式
計
画
に
従
っ
て
合
理
的
に
行
動
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
果
し
て
公
式
組
織
の
合
理
性
は
貫
徹
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
テ
ー
ラ
ー
が
精
神
革
命
を
、
フ
ェ
イ
組
織
と
人
間
行
動
七
五
（注
1
)
組
織
的
、
管
理
的
能
率
は
、
組
織
構
成
員
に
割
当
て
ら
れ
る
作
業
の
専
門
化
に
よ
っ
て
、
増
大
す
る
。
（注
2
)
管
理
的
、
組
織
的
能
率
は
、
上
位
者
が
下
位
者
を
指
揮
、
統
制
し
う
る
が
ご
と
き
明
確
な
権
限
機
構
の
な
か
へ
各
人
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
増
大
す
る
。
（注
3
)
管
理
的
、
組
織
的
能
率
は
、
専
門
化
し
た
各
単
位
が
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
計
画
さ
れ
、
指
揮
さ
れ
る
単
1
的
な
活
動
を
行
う
と
き
に
増
大
す
る
。
（注
4
)
管
理
的
能
率
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
管
理
限
界
を
、
相
互
に
作
業
上
関
連
す
る
五
ー
六
人
の
部
下
に
制
限
す
る
と
き
に
、
増
大
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
理
が
個
人
に
与
え
る
影
響
を
ご
く
簡
単
に
指
摘
す
れ
ば
、
作
業
の
専
門
化
は
、
個
人
差
、
従
っ
て
自
我
実
現
過
程
を
無
視
し
、
個
人
に
と
っ
て
心
理
的
に
重
要
で
な
い
能
力
の
み
の
使
用
を
要
求
す
る
。
命
令
の
系
列
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
に
強
力
な
公
式
権
限
が
与
え
ら
れ
る
伯
自
我
意
識
の
欠
除
か
ら
、
自
我
の
意
識
と
自
我
の
統
制
へ
以
上
で
あ
る
高
い
地
位
を
占
め
る
希
渥
ヘ
因
家
庭
や
社
会
で
の
低
い
地
位
か
ら
、
同
輩
と
比
べ
て
同
じ
か
、
そ
れ
望
ヘ
固
短
い
時
間
展
望
t
i
m
e
 
perspective) 
か
ら
ヨ
リ
長
い
時
間
展
で
は
な
い
か
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
公
式
組
織
原
理
の
人
格
に
及
ぽ
す
影
響
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
⑱
公
式
組
織
の
い
く
つ
か
の
基
本
原
理
と
（注
1
)
（注
2
)
は
、
作
業
の
専
門
化
(
T
a
s
k
Specialization)
、
命
令
の
系
列
(Chain
（注
3
)
（注
4
)
of C
o
m
m
a
n
d
)
、
指
揮
の
統
一
(Unity
of Direc;:tion)
、
管
理
限
界
(
S
p
a
n
 of Control)
で
あ
る
。
国
浅
い
一
時
的
関
心
か
ら
ヨ
リ
深
い
持
続
的
関
心
へ
の
う
ち
に
必
然
的
に
人
間
の
抵
抗
を
惹
起
す
る
何
物
か
が
含
ま
れ
る
証
拠
国
少
数
の
行
動
能
力
か
ら
多
数
の
行
動
能
力
へ
ョ
ル
が
団
結
精
神
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
も
、
公
式
組
織
原
理
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後
の
記
述
の
便
宜
の
た
め
に
、
(
P
r
o
p
o
s
i
t
i
o
n
)
を
先
に
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
命
題
は
、
本
書
の
要
約
（
第
九
章
）
で
あ
り
、
ア
ー
ジ
リ
ス
の
組
織
行
動
理
論
の
基
礎
と
な
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
が
提
出
す
る
十
個
の
命
題
（
命
題
八
）
他
の
経
営
者
の
行
為
は
、
個
人
と
公
式
組
織
間
の
不
調
和
（
命
題
七
）
あ
る
経
営
者
の
反
応
は
、
適
応
行
動
に
内
在
す
る
敵
対
関
と
こ
ろ
で
、
本
稿
は
紹
介
を
目
的
と
す
る
ゆ
え
、
途
中
で
は
あ
る
が
以
の
欲
求
と
公
式
組
織
の
要
求
と
の
間
の
基
本
的
不
調
和
が
認
め
ら
れ
る
の
者
が
組
織
体
と
し
て
の
自
己
実
現
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
⑲
成
熟
し
た
人
格
組
織
と
人
間
行
動
ゆ
え
に
、
個
人
は
依
存
的
、
受
動
的
と
な
り
、
自
己
の
作
業
環
境
へ
の
統
制
力
を
行
使
し
え
な
い
。
指
揮
の
統
一
の
結
果
、
個
人
は
自
己
の
内
在
的
欲
求
と
の
関
連
に
お
い
て
、
作
業
目
標
、
目
標
達
成
の
方
法
な
ど
を
み
ず
か
ら
規
定
し
え
な
い
。
管
理
限
界
は
、
組
織
最
下
部
の
個
人
の
統
制
力
と
時
間
展
望
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
、
特
定
単
位
組
織
内
で
の
上
下
関
係
に
お
い
て
、
緊
密
な
監
督
を
可
能
と
す
る
ゆ
え
に
、
部
下
を
し
て
依
存
、
受
動
、
従
属
感
を
強
く
感
ぜ
し
め
る
。
す
べ
て
個
人
の
成
長
傾
向
ー
ー
前
述
し
た
人
格
の
条
件
に
反
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
も
し
以
上
の
ご
と
き
能
率
を
第
一
と
す
る
公
式
組
織
形
成
の
原
理
が
適
用
せ
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
、
成
熟
し
た
心
理
的
成
長
状
態
を
求
め
る
個
人
が
使
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
両
（
飯
野
）
る
も
の
で
あ
る
。
（
命
題
一
）
健
康
な
個
人
の
欲
求
と
公
式
組
織
の
要
求
と
の
間
に
は
調
和
が
な
い
。
一
）
個
人
の
欲
求
と
公
式
組
織
の
要
求
と
の
間
の
不
調
和
の
度
合
に
比
例
し
て
、
阻
害
が
増
減
す
る
。
（
命
題
二
）
こ
の
阻
害
の
結
果
、
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
望
お
よ
び
対
立
を
招
く
。
（
命
題
一
11)
あ
る
情
況
下
で
は
、
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
望
お
よ
び
対
立
の
度
合
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
（
命
題
四
）
公
式
組
織
原
理
の
本
質
は
、
す
べ
て
の
階
層
に
お
い
て
、
部
下
を
し
て
競
争
、
対
抗
、
同
僚
間
の
敵
対
を
経
験
さ
せ
、
全
（系
体
よ
り
も
部
分
に
焦
点
を
向
け
さ
せ
る
。
（
命
題
五
）
従
業
員
の
適
応
行
動
は
、
自
我
の
統
合
を
維
持
し
、
公
式
組
織
と
の
統
合
を
妨
げ
る
。
（
命
題
六
）
従
業
員
の
適
応
行
動
は
、
累
積
効
果
を
も
ち
、
組
織
に
フ
イ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
し
、
そ
れ
自
身
を
強
化
す
る
。
係
を
増
大
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。
七
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害
(
d
i
s
t
u
r
b
a
n
c
e
)
の
結
果
、
健
康
な
個
人
は
、
日
自
我
実
現
が
妨
げ
ら
れ
る
ゆ
え
に
、
欲
求
不
満
(frustration)
を
経
験
す
る
。
口
中
心
的
え
ぬ
ゆ
え
に
、
心
理
的
失
敗
感
(
p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
c
a
l
failure)
を
経
験
す
る
。
曰
自
己
の
将
来
の
明
る
さ
と
安
定
と
を
統
制
し
え
ぬ
ゆ
え
に
、
短
時
間
展
望
(short
t
i
m
e
 p
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
)
を
経
験
す
る
。
国
健
康
な
個
人
と
し
て
、
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
湿
を
好
ま
ぬ
ゆ
え
に
、
対
立
(conflict)
を
経
験
す
る
。
（
命
題
二
）
こ
の
不
可
避
的
な
不
調
和
に
よ
る
阻
害
は
次
の
場
合
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
従
業
員
が
益
々
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
口
公
式
組
織
原
理
の
適
用
が
厳
格
と
な
る
に
つ
れ
て
、
国
個
人
が
命
令
系
列
を
下
が
る
に
つ
れ
組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
欲
求
と
の
関
連
に
お
い
て
、
自
己
の
目
標
と
目
標
達
成
の
手
段
と
を
定
め
す
で
に
簡
単
な
が
ら
、
命
題
一
と
系
一
と
は
考
察
さ
れ
た
。
か
か
る
阻
七
七
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
究
明
が
試
み
ら
れ
る
。
が
、
現
実
に
み
ら
れ
る
個
人
お
よ
び
集
団
に
よ
る
適
応
行
動
(
a
d
a
p
t
i
v
e
b
e
h
a
v
i
o
r
)
の
存
在
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
組
織
に
与
一
般
に
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
望
お
よ
び
対
立
を
経
験
す
る
と
き
、
従
業
員
の
と
る
道
応
の
行
動
様
式
の
主
要
な
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
組
合
せ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
組
織
を
は
な
れ
る
②
組
織
階
梯
を
昇
る
③
防
禦
機
構
を
使
用
す
る
④
冷
淡
(
a
p
a
t
h
y
)
、
無
関
心
と
な
る
固
金
銭
そ
の
他
の
物
質
的
報
償
を
強
調
す
る
⑥
子
供
に
文
化
移
入
（
a
c
c
u
l
t
u
r
a
t
e
)
を
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。
か
か
る
部
面
の
調
査
研
究
は
最
近
と
く
に
盛
ん
で
あ
り
、
本
書
に
も
そ
の
多
く
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
事
例
は
す
べ
て
割
愛
す
る
の
外
は
な
い
。
を
経
験
す
る
と
仮
定
さ
れ
た
。
第
四
章
に
お
い
て
は
、
か
か
る
仮
定
の
証
朋
ッ
プ
の
使
用
に
よ
っ
て
最
少
化
さ
れ
う
る
。
組
織
の
要
求
の
ゆ
え
に
、
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
望
お
よ
び
対
立
（
命
題
十
）
命
題
九
に
含
ま
れ
る
問
題
は
、
現
実
指
向
的
リ
ー
ダ
ー
シ
れ
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
論
理
的
分
析
が
行
わ
れ
、
健
康
な
個
人
は
、
公
式
を
減
少
さ
せ
う
る
。
（
命
題
九
）
職
務
拡
張
と
従
業
員
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
も
、
適
応
行
動
が
組
織
文
化
と
個
人
の
自
我
概
念
に
組
込
ま
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上
に
は
作
用
し
な
い
。
本
書
第
1
1
、
第
三
章
に
お
い
て
、
人
格
と
公
式
組
織
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
て
、
四
仕
事
が
益
々
専
門
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
。
（
命
題
一
―
-
）
590 
ら
の
個
人
的
適
応
は
、
す
べ
て
欲
求
充
足
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
々
は
か
な
し‘
゜
組
織
と
人
間
行
動
さ
て
、
組
織
の
要
求
が
自
己
の
欲
求
実
現
と
対
立
す
る
場
合
、
山
従
業
員
は
組
織
を
は
な
れ
る
こ
と
（
欠
勤
、
退
獄
）
に
よ
っ
て
適
応
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
一
般
に
は
、
組
織
内
で
適
応
す
る
。
②
組
織
階
梯
を
昇
ろ
う
と
す
る
の
は
、
依
存
的
・
受
動
的
・
従
属
的
で
、
能
力
の
使
用
が
不
要
な
組
織
下
層
の
情
況
か
ら
の
脱
出
を
い
み
す
る
ゆ
え
に
、
一
種
の
適
応
機
構
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
誰
も
が
社
長
に
な
れ
る
わ
け
で
も
そ
こ
で
③
防
禦
機
構
が
使
用
さ
れ
る
。
現
実
逃
避
、
攻
撃
、
退
行
、
合
理
化
、
投
射
な
ど
の
行
為
で
あ
る
。
最
近
と
く
に
一
般
化
し
て
い
る
防
禦
機
構
の
―
つ
で
、
強
調
に
値
い
す
る
の
は
、
組
織
な
い
し
作
業
に
山
冷
淡
、
無
関
心
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
た
え
ず
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
対
立
を
経
験
す
る
職
場
で
も
、
そ
こ
に
と
以
上
に
お
い
て
、
い
か
に
囚
個
人
は
適
応
す
る
か
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
か
る
欲
求
充
足
的
な
適
応
行
動
、
と
く
に
防
禦
反
応
と
冷
淡
、
無
関
心
の
ー
ソ
ン
実
験
に
お
い
て
も
、
非
公
式
集
団
の
存
在
と
そ
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
の
分
析
が
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
て
強
化
さ
れ
る
が
、
経
営
者
は
こ
れ
に
対
し
て
公
式
権
力
を
行
使
し
う
る
集
団
を
公
式
化
(formalize)
し
、
経
営
権
の
い
く
ら
か
を
剥
奪
し
て
自
己
の
統
制
下
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
へ
の
依
存
を
減
少
せ
し
め
よ
う
と
試
み
る
。
こ
こ
に
労
働
組
合
結
成
に
い
た
る
根
本
的
理
由
の
―
つ
が
り
、
生
産
能
率
は
低
く
、
組
織
と
の
一
体
感
を
失
う
。
非
公
式
集
団
の
効
果
を
知
り
、
そ
の
永
続
化
を
望
む
従
業
員
は
、
非
公
式
る
欲
求
の
数
と
重
要
性
を
減
少
さ
せ
る
。
作
業
に
は
冷
淡
で
無
関
心
と
な
基
本
的
欲
求
の
表
現
可
能
な
場
所
と
は
考
え
ず
、
職
場
で
満
た
そ
う
と
す
要
性
を
お
の
ず
か
ら
低
下
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
も
は
や
職
場
を
か
よ
う
に
、
欲
求
充
足
的
な
個
人
的
適
応
行
動
は
非
公
式
集
団
に
よ
っ
ど
ま
ろ
う
と
す
る
従
業
員
は
、
職
場
を
め
ぐ
る
諸
要
素
の
も
つ
心
理
的
重
か
か
る
現
象
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
す
で
に
ホ
ウ
ン
な
ど
の
形
を
と
る
。
人
間
関
係
論
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
関
心
が
、
ス
ロ
ー
ダ
（
飯
野
）
そ
れ
を
維
持
せ
ん
と
望
み
、
集
団
に
よ
る
是
認
と
制
裁
(sanction)
に
よ
っ
て
保
証
を
得
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
非
公
式
集
団
が
組
織
せ
ら
れ
、
⑱
集
団
的
適
応
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
業
員
は
、
対
立
、
失
敗
感
な
ど
に
冷
淡
、
無
関
心
と
な
っ
て
適
応
し
、
欲
求
不
満
に
は
攻
撃
に
よ
っ
て
適
応
す
る
。
前
者
は
作
業
能
率
を
低
下
さ
せ
る
し
、
攻
撃
や
敵
意
は
通
常
経
営
に
向
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
結
果
と
し
て
の
集
団
的
適
応
は
、
一
般
に
は
、
集
団
に
よ
る
割
当
て
制
限
(
Q
u
o
t
a
Restriction)
、
ず
る
け
(
G
o
l
d
b
r
i
c
k
i
n
g
)
、
ゆ
え
に
、
必
ず
し
も
非
公
式
集
団
の
形
成
だ
け
で
安
全
と
は
い
い
難
い
。
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組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
さ
ら
に
、
二
つ
の
適
応
様
式
が
指
摘
さ
れ
る
。
従
業
員
は
職
湯
に
お
け
七
九
以
上
の
ご
と
く
、
欲
求
充
足
的
な
各
種
の
適
応
行
動
は
、
通
常
相
互
に
っ
て
、
か
れ
ら
が
将
来
受
け
る
か
も
し
れ
ぬ
欲
求
不
満
や
対
立
を
減
少
せ
関
心
の
ご
と
き
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
動
や
非
公
式
集
団
の
ノ
ル
ム
を
⑥
子
供
た
ち
に
文
化
移
入
す
る
こ
と
に
よ
最
後
に
、
直
接
的
な
適
応
と
は
云
え
な
い
と
し
て
も
、
両
親
が
適
応
行
に
は
公
式
組
織
原
理
を
使
用
せ
ざ
る
を
え
ず
、
従
っ
て
そ
の
官
僚
性
の
増
る
べ
き
必
要
は
な
い
。
と
と
な
る
。
労
働
組
合
も
ま
た
適
応
機
構
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
労
働
組
合
と
て
も
、
―
つ
の
組
織
体
と
し
て
存
続
す
る
た
め
大
と
と
も
に
、
労
組
指
導
者
も
経
営
者
と
同
じ
く
、
組
合
員
の
冷
淡
、
無
る
満
足
獲
得
の
期
待
を
放
棄
し
、
賃
金
な
ど
の
物
質
的
報
償
を
職
場
の
不
満
足
に
対
す
る
代
価
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
む
し
ろ
人
間
的
な
い
し
非
物
質
的
要
素
を
軽
視
し
、
固
物
質
的
報
償
を
強
調
す
る
が
ご
と
き
心
理
的
傾
向
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
応
す
る
。
こ
の
傾
向
は
、
労
働
組
合
の
経
済
闘
争
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
の
行
為
に
よ
っ
て
も
強
化
さ
れ
る
。
従
業
員
の
適
応
行
動
の
根
本
原
因
を
衝
か
ず
に
、
む
し
ろ
種
々
の
職
場
外
の
物
質
的
便
宜
供
与
に
心
を
砕
く
ば
か
り
か
、
商
品
に
対
す
る
宜
伝
活
動
に
よ
っ
て
金
銭
の
重
要
性
を
つ
ね
に
鼓
吹
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
初
期
の
人
間
関
係
論
者
は
、
従
業
員
の
金
銭
的
報
償
の
強
調
は
経
済
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
人
間
的
、
社
会
的
要
素
の
方
が
一
層
重
要
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
強
化
し
あ
っ
て
永
続
化
し
、
集
団
的
ノ
ル
ム
と
な
っ
て
再
び
適
応
行
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
な
れ
ば
、
か
か
る
適
応
行
動
は
個
人
に
と
っ
て
正
当
な
行
動
と
認
め
ら
れ
、
各
人
は
ノ
ル
ム
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
。
個
人
の
欲
求
（
第
二
章
に
示
さ
れ
た
ご
と
き
）
に
も
と
づ
く
行
動
を
個
人
的
行
動
、
公
式
組
織
の
要
求
に
も
と
づ
く
行
動
を
公
式
的
行
動
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
集
団
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
た
欲
求
充
足
的
な
行
動
は
非
公
式
的
行
動
と
名
付
け
う
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
非
公
式
組
織
は
、
個
人
の
欲
求
と
公
式
組
織
と
の
間
の
不
調
和
か
ら
生
ず
る
阻
害
を
減
少
さ
せ
る
作
用
を
も
つ
。
も
し
と
い
う
主
張
の
み
が
、
人
間
関
係
論
の
存
在
理
由
の
―
つ
で
あ
る
と
考
え
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
人
間
的
要
素
が
物
質
的
要
素
よ
り
も
重
要
で
あ
る
権
力
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
の
非
公
式
活
動
の
多
く
を
永
続
強
化
し
う
る
こ
存
在
す
る
。
い
ま
や
従
業
員
は
組
織
と
し
て
の
労
働
組
合
に
存
す
る
公
式
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
以
上
の
分
析
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
従
業
員
の
金
銭
的
報
償
の
強
調
は
、
ま
さ
に
重
大
な
人
間
的
問
題
に
外
な
ら
ぬ
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あ
る
。
国
貨
幣
を
熱
望
す
る
。
四
過
失
と
無
駄
を
生
む
。
と
診
断
し
、
経
従
業
員
と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
日
怠
惰
で
あ
る
。
口
無
関
心
で
冷
淡
で
業
員
の
と
る
適
応
行
動
を
好
ま
ず
、
異
な
っ
た
診
断
を
下
す
。
す
な
わ
ち
、
公
式
組
織
の
論
理
と
独
自
の
自
我
概
念
か
ら
判
断
す
る
経
営
者
は
、
従
策
が
吟
味
さ
れ
る
。
は
、
第
四
章
で
分
析
さ
れ
た
従
業
員
の
適
応
行
動
に
対
す
る
経
営
者
の
対
本
書
第
五
章
「
経
営
者
の
反
応
と
そ
れ
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
」
で
四
本
章
の
分
析
は
、
命
穎
五
と
命
題
六
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
組
織
と
人
間
行
動
健
康
な
個
人
が
最
低
水
準
の
健
康
を
維
持
し
、
か
つ
、
公
式
組
織
が
そ
の
要
求
の
最
適
表
現
を
う
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
非
公
式
組
織
に
よ
る
従
業
員
の
、
外
見
上
公
式
的
行
動
と
は
異
な
り
、
敵
対
的
で
あ
る
か
の
ご
と
き
行
動
も
、
必
要
な
も
の
と
承
認
さ
れ
る
。
か
か
る
場
合
、
通
常
モ
ラ
ー
ル
・
イ
ソ
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
好
ま
し
か
ら
ぬ
と
み
ら
れ
る
項
目
（
欠
勤
、
経
営
と
作
業
の
嫌
悪
な
ど
）
で
も
、
む
し
ろ
、
従
業
員
が
心
理
的
困
難
な
情
況
下
で
、
最
少
の
人
格
的
満
足
と
生
産
と
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
積
極
的
な
し
る
し
と
解
釈
し
て
も
、
等
し
く
正
し
い
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。 （飯
野
）
営
に
お
け
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
問
題
の
責
任
を
従
業
員
に
帰
す
る
。
そ
し
て
、
経
営
者
は
、
通
常
、
田
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
ジ
ッ
プ
の
強
化
、
②
経
営
統
制
の
強
化
、
③
似
非
人
間
関
係
方
策
の
採
用
、
な
ど
を
対
策
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
根
底
に
あ
る
凶
経
営
者
の
支
配
的
（注）
な
仮
定
と
い
う
も
の
ほ
、
や
は
り
公
式
組
織
の
論
理
と
経
営
者
自
身
の
自
我
概
念
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（注）
Il
組
織
に
お
け
る
人
々
の
関
係
を
規
定
す
る
も
の
は
、
組
織
図
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
②
組
織
に
お
け
る
人
々
の
行
動
は
、
明
白
な
諭
理
的
思
考
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
③
部
下
は
、
論
理
的
誘
因
と
明
ら
か
な
伝
達
の
も
と
に
お
い
て
の
み
、
組
織
の
目
的
と
情
況
が
要
求
す
る
も
の
を
行
う
。
山
経
営
者
が
問
題
解
決
に
責
任
を
も
っ
。
な
す
べ
き
こ
と
を
も
っ
と
も
良
く
知
っ
て
い
る
の
は
経
営
者
で
あ
る
。
⑤
事
を
な
さ
し
め
る
方
法
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
の
権
限
に
よ
る
。
か
れ
は
説
得
と
強
制
を
も
用
い
う
る
。
⑥
組
織
下
層
の
従
業
員
は
、
も
し
企
業
の
経
済
問
題
を
理
解
す
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
行
動
を
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
経
営
者
の
反
応
は
、
従
業
員
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
⑱
強
力
な
”
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
そ
れ
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
経
営
者
の
考
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
リ
ー
八
〇
593 
(pressure'oriented)
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
こ
と
で
あ
り
、
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
(directive 
o
r
 autocratic)
リ
ー
1
組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
部
門
間
の
競
争
、
心
理
的
失
敗
惑
、
自
己
の
作
業
環
境
へ
の
統
制
力
の
喪
八
た
と
惑
ず
る
。
ま
た
例
え
ば
予
算
統
制
の
ご
と
き
管
理
技
術
は
、
圧
力
、
第
三
に
⑲
人
間
関
係
の
”
流
行
“
と
そ
れ
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
を
う
る
、
た
め
に
集
団
に
参
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
競
う
、
国
短
時
間
展
望
に
直
面
す
る
、
国
心
理
的
失
敗
感
を
経
験
す
る
、
張
か
ら
逃
れ
、
③
圧
力
に
対
抗
可
能
な
集
団
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
安
全
感
張
、
不
信
の
結
果
、
従
業
員
は
経
営
と
闘
う
た
め
に
新
し
い
凝
集
的
集
団
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
行
使
さ
れ
る
場
合
、
部
下
は
通
常
、
日
受
動
的
、
依
存
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
く
に
経
営
統
制
に
由
来
す
る
圧
力
、
緊
か
か
る
リ
的
、
服
従
的
と
な
る
、
は
す
べ
て
の
部
下
の
欲
求
よ
り
も
、
組
織
と
リ
ー
ダ
ー
の
欲
求
が
中
心
的
と
な
る
、
国
リ
ー
ダ
ー
の
寵
愛
を
求
め
て
相
互
に
が
ご
と
き
情
況
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
公
式
組
織
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
と
同
じ
よ
う
な
作
用
を
も
ち
、
こ
の
方
策
が
減
少
せ
し
め
よ
う
と
す
る
従
業
員
の
適
応
行
動
の
必
要
性
を
却
っ
て
強
化
せ
し
め
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。第
二
は
c
一
層
強
固
な
経
営
統
制
と
そ
れ
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
す
で
に
作
業
の
専
門
化
に
よ
っ
て
満
足
感
を
味
い
え
な
い
従
業
員
ほ
、
強
固
な
経
営
統
制
(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
control)
に
よ
っ
て
計
画
職
能
が
一
層
集
中
化
さ
れ
る
結
果
、
自
己
の
職
場
で
の
重
要
な
決
定
に
参
加
す
る
機
会
を
失
い
、
自
己
の
職
務
に
対
す
る
統
制
力
が
ヨ
リ
一
層
減
少
し
を
発
達
さ
せ
る
。
け
だ
し
従
業
員
は
、
山
各
人
へ
の
圧
力
を
減
じ
、
図
緊
先
ず
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
広
く
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
一
二
点
は
、
日
労
働
組
合
の
成
長
が
、
従
業
員
の
永
年
に
わ
た
る
不
満
を
表
面
化
し
、
ま
ず
い
経
営
を
批
判
し
た
こ
と
、
ロ
メ
ー
ヨ
ー
ら
の
＾
J
．
ハ
ー
ド
学
派
の
調
査
結
果
ー
|
'
悪
い
人
間
関
係
が
生
産
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
ー
の
影
響
、
国
多
く
の
経
営
者
が
社
会
的
責
任
惑
を
発
展
さ
せ
始
め
た
こ
と
、
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
人
間
関
係
方
策
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問
題
を
中
心
と
し
、
参
加
制
度
、
提
案
制
度
の
導
入
、
監
督
者
教
育
、
福
利
厚
生
施
設
の
完
備
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
人
間
関
係
専
門
家
と
称
す
公
式
組
織
、
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
の
与
え
る
と
同
様
な
作
用
を
及
ぼ
独
裁
的
門
中
心
的
な
圧
力
な
ど
を
経
験
さ
せ
る
。
か
よ
う
に
経
営
統
制
も
ま
た
、
ダ
ー
ツ
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
従
業
員
を
強
い
て
働
か
せ
る
よ
う
な
強
圧
的
失
、
ラ
イ
ソ
と
予
算
統
制
担
当
者
と
の
伝
達
障
害
、
組
織
中
心
的
よ
り
部
594 
従
業
員
の
現
実
に
つ
い
て
の
情
報
は
不
正
確
と
な
る
。
公
式
組
織
、
独
裁
経
営
者
は
従
業
員
か
ら
孤
立
し
、
n
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
阻
害
さ
れ
、
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
活
動
を
経
営
者
に
伝
達
す
ま
い
と
す
る
。
従
っ
て
ろ
う
と
望
む
に
つ
れ
て
、
か
れ
ら
は
経
営
の
価
値
、
目
的
、
態
度
に
敵
対
的
さ
せ
る
傾
向
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
て
、
従
業
員
が
出
来
る
だ
け
経
営
者
と
の
対
立
な
し
に
組
織
に
と
ど
ま
し
な
い
ゆ
え
に
、
却
っ
て
経
営
者
と
従
業
員
の
間
の
距
離
と
不
信
を
増
加
か
く
し
て
人
間
関
係
方
策
も
、
そ
れ
が
従
業
員
の
世
界
の
現
実
と
一
致
て
従
業
員
に
注
入
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
従
業
員
は
そ
の
適
応
行
動
が
二
重
の
い
み
に
お
い
て
、
最
高
経
営
者
に
困
難
な
問
題
を
与
え
る
。
行
動
1
経
営
の
価
値
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
に
、
事
態
は
一
層
悪
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
よ
う
に
人
間
関
係
方
策
は
入
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
業
員
が
経
営
の
価
値
に
敵
対
的
で
あ
る
と
思
う
ぐ
べ
く
再
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
三
ン
や
人
間
関
係
方
策
を
強
化
す
る
ゆ
え
組
織
と
人
間
行
動
る
人
々
の
授
け
る
種
々
の
方
策
ー
ー
人
間
関
係
の
本
質
を
見
極
わ
め
ず
に
ー
ー
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
解
説
と
批
判
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
般
に
経
営
者
の
論
理
と
自
我
概
念
に
も
と
づ
き
、
従
業
員
の
態
度
の
変
更
と
現
実
糊
塗
を
指
向
し
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
、。＞ヽ
し
か
し
、
も
っ
と
も
興
味
あ
る
影
響
は
、
か
か
る
方
策
が
管
理
者
の
孤
立
(executive
isolation)
と
い
う
現
象
を
生
む
こ
と
で
あ
る
。
公
式
組
織
、
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
お
よ
び
経
営
統
制
は
、
従
業
員
の
適
応
行
動
を
惹
起
す
る
。
経
営
者
は
そ
れ
を
好
ま
ず
、
人
間
関
係
方
策
、
と
く
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
問
題
解
決
の
対
策
と
し
て
導
経
営
に
対
し
て
“
非
合
法
“
で
あ
る
と
思
う
ー
ー
を
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
（
飯
野
）
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
お
よ
び
経
営
統
制
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
秘
密
の
壁
(barrier
of secrecy)
が
築
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
似
非
人
最
高
経
営
者
は
現
実
の
人
間
関
係
に
資
任
を
も
ち
、
つ
ね
に
人
間
関
係
情
況
を
正
確
に
診
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
か
れ
自
身
が
自
由
な
伝
達
を
妨
げ
る
地
位
を
占
め
て
い
る
ゆ
え
に
、
各
階
層
に
存
在
す
る
秘
密
傾
向
に
よ
っ
て
現
実
を
知
り
え
ず
、
ま
た
大
抵
の
情
報
は
部
下
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
孤
立
感
か
ら
く
る
欲
求
不
満
や
緊
張
は
、
か
れ
の
診
断
能
力
を
に
ぶ
ら
せ
る
傾
向
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
孤
立
を
防
以
上
第
五
章
の
分
析
に
よ
っ
て
、
経
営
者
の
採
用
す
る
一
二
つ
の
反
応
は
、
む
し
ろ
従
業
員
の
欲
求
不
満
、
失
敗
感
、
短
時
間
展
望
、
対
立
を
増
大
せ
し
め
（
命
題
三
）
、
従
っ
て
従
業
員
の
適
応
行
動
に
内
在
す
る
敵
対
化
す
る
。
間
関
係
方
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
a
ソ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
更
に
そ
れ
を
強
八
595 
あ
る
。
組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
関
係
を
増
大
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
（
命
題
七
）
こ
と
を
知
る
。
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
「
第
一
線
監
督
者
」
(first,line
s
u
p
e
r
v
i
s
o
r
)
 
の
問
題
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
第
一
線
監
督
者
、
と
く
に
載
長
は
二
つ
の
世
界
の
接
合
点
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
ら
も
心
理
的
に
傷
つ
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
囚
中
間
の
人
と
し
て
の
職
（注）
長
は
、
二
つ
の
世
界
の
双
方
に
捕
わ
れ
た
人
、
(
m
a
r
g
i
n
a
l
 m
a
n
)
で
あ
る
ゆ
え
に
、
対
立
と
欲
求
不
満
を
感
じ
勝
ち
で
す
な
わ
ち
限
界
的
存
在
（
注
）
職
長
の
お
か
れ
る
情
況
は
、
通
常
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
H
職
長
は
、
従
業
員
と
経
営
者
の
世
界
に
は
差
異
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。
は
か
れ
は
、
⑮
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
、
伽
一
方
に
の
み
属
す
る
、
c
両
方
に
属
し
て
い
る
、
と
惑
ず
る
。
国
か
れ
は
従
業
員
の
世
界
に
責
任
を
も
つ
が
、
従
業
員
は
そ
の
活
動
の
す
べ
て
を
知
ら
せ
な
い
。
逆
に
か
れ
は
経
営
者
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
経
営
の
す
べ
て
の
活
動
を
知
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
か
れ
は
従
業
員
お
よ
び
経
営
者
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
の
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
、
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
か
れ
に
と
っ
て
重
要
経
営
者
と
従
業
員
が
と
も
に
自
己
の
世
界
に
安
住
す
る
か
ぎ
り
、
ど
ち
八
で
あ
る
ほ
ど
、
欲
求
不
満
を
感
ず
る
。
国
か
れ
が
忠
誠
を
示
す
側
に
対
し
て
敵
対
的
で
あ
る
よ
う
な
活
動
を
支
持
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
と
き
、
か
れ
は
対
立
情
況
に
陥
る
。
因
経
営
者
お
よ
び
従
業
員
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
、
そ
の
決
定
を
し
ば
し
ぱ
変
更
す
る
と
き
に
、
対
立
を
経
験
す
る
。
と
と
も
に
、
日
屈
傭
、
解
雇
、
懲
罰
な
ど
の
重
要
問
題
を
自
身
で
決
定
で
き
な
い
、
口
経
営
者
と
組
合
に
相
談
せ
ず
に
変
更
が
で
き
な
い
、
国
か
れ
の
目
標
と
そ
れ
が
達
成
の
方
法
と
の
多
く
を
一
方
的
に
定
め
え
な
い
、
詞
職
場
委
員
、
組
合
幹
部
、
上
部
組
合
の
幹
部
な
ど
が
、
職
長
の
行
為
の
多
く
を
修
正
し
た
り
、
妨
害
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
世
界
で
働
く
、
こ
と
と
な
る
。か
く
し
て
載
長
は
、
労
使
二
つ
の
世
界
に
ま
た
が
っ
て
、
対
立
や
欲
求
不
満
を
経
験
す
る
の
み
で
な
く
、
組
合
の
出
現
と
と
も
に
、
公
式
権
力
と
行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
、
緊
張
を
経
験
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
職
長
の
地
位
は
も
は
や
愉
快
な
も
の
で
は
な
い
。
職
長
た
ち
も
ま
た
適
応
行
動
を
示
す
。
か
か
る
情
況
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
職
長
の
有
効
性
減
退
、
職
長
志
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
従
業
員
の
忠
誠
の
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
組
合
の
出
現
第
六
章
の
主
題
で
あ
る
。
合
で
あ
る
。
労
慟
組
合
が
出
来
る
以
前
に
は
、
職
長
は
唯
一
の
公
式
的
リ
と
こ
ろ
で
、
経
営
者
と
従
業
員
と
い
う
二
つ
の
世
界
の
感
情
が
判
然
と
職
長
の
直
面
す
る
他
の
重
要
な
問
題
は
、
⑱
労
働
組
合
の
出
現
す
る
場
596 
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
健
康
な
個
人
の
欲
求
と
、
公
式
組
織
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
経
営
統
制
、
似
非
人
問
関
係
方
策
と
の
間
の
基
調
的
な
対
立
が
、
従
業
員
の
非
公
式
的
行
動
を
招
く
こ
と
が
論
理
的
に
分
析
さ
れ
て
き
た
。
も
し
個
人
の
変
更
を
不
可
能
と
仮
定
す
れ
ば
、
経
営
的
観
点
か
ら
見
て
マ
イ
ナ
ス
の
非
公
式
的
行
動
を
軽
減
す
る
方
法
は
、
後
（注）
者
を
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
七
章
に
お
い
て
は
、
そ
の
う
ち
公
式
組
織
横
造
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
更
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
る
。
（
命
娼
八
）
（
注
）
健
康
で
成
熟
し
た
人
格
を
求
め
な
い
個
人
を
組
織
横
成
員
と
す
る
こ
と
も
―
つ
の
方
法
で
あ
る
。
事
実
、
精
神
薄
弱
者
使
用
の
調
査
例
か
ら
み
て
も
、
こ
の
方
法
は
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
先
ず
公
式
組
織
構
造
を
変
化
さ
せ
て
、
従
業
員
の
自
我
実
現
の
機
会
を
拡
大
す
る
も
の
に
凶
職
務
拡
張
(job
e
n
l
a
r
g
e
m
e
n
t
)
が
あ
る
。
そ
の
単
五
組
織
と
人
問
行
動
願
者
の
減
少
な
ど
⑲
職
長
問
題
に
対
し
て
経
営
者
は
反
応
す
る
。
例
え
ば
、
種
々
の
特
別
待
遇
に
よ
っ
て
、
職
長
に
経
営
者
の
一
員
た
る
自
党
を
与
え
よ
う
と
し
た
り
、
教
育
訓
練
に
よ
っ
て
充
分
な
知
識
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
も
し
問
題
の
根
元
を
餌
く
も
の
で
な
け
れ
ば
、
職
長
に
ヨ
リ
大
き
い
緊
張
を
も
た
せ
る
に
す
ぎ
な
い
の
（
飯
野
）
ダ
ー
シ
ッ
プ
ヘ
と
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
れ
わ
れ
の
言
葉
で
は
分
権
管
理
の
導
入
で
あ
る
。
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
純
な
形
で
は
、
従
業
員
各
人
の
担
当
す
る
高
度
に
専
門
化
し
た
作
業
の
数
を
増
加
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
一
単
位
の
作
業
を
完
成
す
る
に
要
す
る
時
問
週
期
(
t
i
m
e
cycle)
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
だ
け
で
も
、
単
調
感
の
減
少
、
満
足
の
増
加
、
モ
ラ
ー
ル
の
改
善
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
職
務
交
代
制
(job
rotation)
も
同
様
な
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
職
務
拡
張
は
、
心
理
的
に
あ
ま
り
重
要
で
な
い
実
行
能
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
業
員
の
自
我
実
現
の
た
め
に
は
、
認
識
能
カ
、
感
覚
能
力
の
ご
と
き
ョ
リ
重
要
な
能
力
の
多
く
を
表
現
し
う
る
機
会
て
、
作
業
環
境
に
対
す
る
一
層
の
権
力
、
従
っ
て
、
か
れ
ら
の
直
接
作
業
（注）
菜
境
に
作
用
す
べ
き
意
志
決
定
へ
の
参
加
が
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
（注）
C.
P. 
M
c
C
o
r
m
i
c
k
な
ど
の
Multiple
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t、
W. G
i
v
e
n
の
B
o
t
t
o
m
-
u
p
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
や
R
e
a
c
h
i
n
g
-
o
u
t
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
、
J
•
N
.Sc
a
n
l
o
n
の
S
c
a
n
l
o
n
P
l
a
n
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
部
下
の
依
存
、
す
な
わ
ち
、
職
務
拡
張
の
第
二
種
と
し
従
属
感
を
減
少
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
八
四
権
威
的
、
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
⑱
参
加
的
な
い
し
従
業
員
中
心
的
リ
ー
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組
織
と
人
間
行
動
（
飯
野
）
し
か
し
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
除
を
ー
シ
ッ
プ
の
型
を
い
み
す
る
。
中
心
と
す
る
非
公
式
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
益
々
接
近
し
て
ゆ
く
リ
ー
ダ
的
」
「
従
業
員
中
心
的
」
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
個
人
の
欲
求
充
足
を
考
え
ら
れ
る
も
の
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
論
的
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
組
織
に
よ
っ
て
公
式
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
参
加
的
」
「
民
主
い
み
す
る
も
の
で
も
、
経
営
権
の
放
棄
を
い
み
す
る
も
の
で
も
な
い
。
自
由
放
任
型
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
民
主
的
、
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
の
い
ず
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
緊
張
と
不
安
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
唯
一
の
解
答
で
は
な
い
。
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
機
能
は
、
個
人
を
し
て
最
適
の
自
我
実
現
を
獲
得
せ
し
め
、
か
つ
組
織
を
し
て
そ
の
目
的
を
達
成
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
従
業
員
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
ブ
は
個
人
の
欲
求
を
充
足
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
組
織
の
要
求
は
如
何
。
こ
こ
で
c
参
加
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
経
営
統
制
の
関
連
に
つ
づ
い
て
、
⑲
個
人
的
欲
求
対
組
織
的
要
求
が
論
ぜ
ら
八
五
者
は
一
っ
の
多
元
的
連
続
体
の
両
極
端
に
位
置
す
る
わ
け
で
あ
り
、
現
実
の
情
況
分
析
に
利
用
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ー
ド
ン
(T.
G
o
r
d
o
n
)
 :t!
、
集
団
中
心
的
（
個
人
中
心
的
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
有
効
性
を
主
張
し
、
少
数
の
公
式
的
リ
ー
ダ
ー
に
樅
限
を
与
え
て
お
く
よ
り
は
、
集
団
に
よ
る
自
決
が
望
ま
し
い
と
い
う
。
従
っ
て
、
そ
の
構
造
的
基
礎
と
し
て
、
各
階
層
に
お
け
る
意
志
決
定
へ
の
公
式
的
参
加
を
可
能
に
す
る
機
構
が
必
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
か
か
る
経
営
者
行
動
の
変
化
と
、
必
要
な
構
造
的
変
更
と
が
可
能
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、
参
加
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
は
成
功
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
第
四
章
で
み
た
よ
う
に
、
現
実
に
は
従
業
員
の
多
く
は
、
冷
淡
で
無
関
心
と
な
ろ
う
と
し
、
欲
求
の
数
と
効
力
を
減
少
せ
し
め
、
小
作
業
集
団
お
よ
び
労
働
組
合
に
よ
っ
て
非
公
式
的
適
応
行
動
を
維
持
、
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
か
る
状
態
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
個
人
欲
求
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
成
功
す
る
可
能
性
は
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
（注）
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
⑲
参
加
的
な
い
し
従
業
員
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
。
し
か
し
、
組
織
を
構
成
す
る
個
人
も
ま
た
、
最
少
限
の
自
己
表
現
と
そ
れ
が
従
業
員
に
与
え
る
影
響
は
す
で
に
論
じ
る
。
こ
の
種
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
公
式
組
織
の
自
己
表
現
に
焦
点
を
合
全
に
組
織
目
的
達
成
を
指
向
す
る
公
式
組
織
の
モ
デ
ル
を
つ
く
れ
ば
、
両
を
与
え
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
、
従
業
員
の
欲
求
を
理
解
せ
ず
に
リ
ー
ド
し
う
い
ま
、
完
全
に
個
人
的
欲
求
充
足
を
指
向
す
る
個
人
中
心
的
集
団
、
完
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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な
い
。
有
効
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
多
く
の
条
件
に
依
存
す
る
。
―
つ
の
動
は
組
織
（
そ
の
公
式
お
よ
び
非
公
式
的
側
面
）
と
非
常
に
交
錯
し
て
い
発
展
の
基
礎
を
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
の
指
導
原
理
と
し
て
、
個
人
の
行
妥
当
す
る
人
間
関
係
原
則
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
も
効
果
的
で
は
あ
り
え
本
書
に
お
け
る
理
論
構
成
か
ら
囚
有
効
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
人
間
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
現
実
は
多
元
的
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
一
局
面
で
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
組
織
と
人
間
行
動
限
界
が
存
在
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
個
人
が
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
依
存
的
、
慣
習
的
と
な
っ
て
お
れ
ば
、
む
し
ろ
か
か
る
情
況
下
に
お
い
て
ヨ
リ
有
効
的
に
生
産
す
る
。
参
加
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
用
い
る
方
が
、
生
産
性
が
高
い
と
い
う
調
査
結
果
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
今
日
の
ご
と
き
人
間
関
係
情
況
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
従
業
員
も
経
営
者
も
従
業
員
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
抵
抗
す
る
に
違
い
な
い
。
（
命
題
九
）
（
注
）
職
務
拡
張
お
よ
び
参
加
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
ブ
が
前
提
す
る
個
人
は
、
欲
求
に
よ
っ
て
高
度
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
高
の
自
我
実
現
を
望
み
、
個
人
と
し
て
も
集
団
と
し
て
も
自
己
の
行
動
に
責
任
的
た
ら
ん
と
す
る
人
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
分
析
で
は
、
つ
ね
に
比
較
的
成
熟
し
た
個
人
が
組
織
楠
成
員
と
な
る
と
仮
定
し
て
い
る
こ
と
を
、
つ
い
で
に
強
調
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
第
四
章
に
示
さ
れ
る
非
公
式
的
行
動
は
、
第
二
章
で
分
析
さ
れ
た
人
格
に
修
正
を
加
え
る
。
最
近
で
は
、
唯
一
最
善
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
正
し
い
方
法
は
存
し
な
い
。
ど
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
型
を
と
る
か
は
、
（
飯
野
）
る。 リ
ー
ダ
ー
の
い
る
現
実
の
情
況
の
正
し
い
診
断
に
ま
つ
外
は
な
い
。
も
し
か
か
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
名
称
を
求
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
⑱
現
実
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
呼
び
う
る
で
あ
ろ
う
。
現
実
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
(
R
e
a
l
i
t
y
l
e
a
d
e
r
s
h
i
p
 o
r
 r
e
a
l
i
t
y
,
c
e
n
t
e
r
e
d
 leadership)
に
は
、
何
力
条
か
の
「
人
を
導
く
方
法
」
の
処
方
箋
は
な
い
。
た
だ
一
っ
‘
リ
ー
ダ
ー
は
先
ず
現
実
を
診
断
し
、
し
か
る
後
に
、
適
当
な
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
の
型
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
で
い
え
ば
、
情
況
的
思
考
に
も
と
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
定
さ
れ
る
対
立
、
欲
求
不
満
、
失
敗
感
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
管
理
者
行
動
に
お
け
る
あ
る
種
の
変
更
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
し
か
ら
ば
か
か
る
変
更
の
方
法
如
何
。
通
常
、
管
理
者
教
育
(
e
x
e
c
u
t
i
v
e
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
)
 
す
な
わ
ち
、
第
八
章
の
主
題
で
あ
以
上
第
七
章
に
お
い
て
、
組
織
下
層
の
健
康
な
個
人
が
経
験
す
る
と
仮
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
命
題
八
、
九
、
十
に
到
達
す
る
八
六
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（
飯
野
）
（
教
育
）
に
焦
点
を
合
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
い
み
は
、
況
の
特
質
と
の
両
者
の
考
慮
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
織
目
的
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
両
者
が
融
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
仮
定
し
、
し
か
も
、
両
者
が
つ
ね
に
自
己
実
現
に
努
め
る
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
、
有
効
的
な
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
行
動
と
は
、
個
人
と
組
織
と
が
同
時
的
に
最
適
の
自
己
実
現
(
o
p
t
i
m
u
m
self,actualization)
を
獲
得
し
う
（
注
1
)
る
よ
う
に
、
両
者
を
融
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
融
合
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
現
実
中
心
的
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
が
必
（注
2
)
要
で
あ
る
。
管
理
者
は
先
ず
現
実
を
診
断
し
、
当
該
情
況
で
有
効
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（注
1
)
バ
ッ
キ
(E.
Wight B
a
k
k
e
)
は
、
個
人
が
そ
の
欲
求
を
充
足
す
る
た
め
に
組
織
を
利
用
し
、
同
時
に
組
織
が
そ
の
要
求
を
達
成
す
る
た
め
に
個
人
を
利
用
す
る
過
程
を
融
合
過
程
(the
fusion process)
と
組
織
と
人
間
行
動
の
間
の
基
本
的
不
調
和
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
多
く
は
、
根
元
的
に
は
、
比
較
的
成
熟
し
た
個
人
と
健
康
な
公
式
組
織
と
理
論
構
成
か
ら
え
ら
れ
る
基
本
的
命
題
は
、
組
織
に
お
け
る
人
間
問
題
の
こ
こ
で
有
効
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
が
必
要
で
あ
る
。
本
書
の
管
理
者
の
正
し
い
発
展
に
は
、
人
格
の
特
質
と
、
管
理
者
の
行
為
す
る
情
る
ゆ
え
、
管
理
者
教
育
は
、
特
定
の
組
織
的
脈
絡
に
お
け
る
人
格
の
発
展
八
七
か
か
る
教
育
過
程
が
も
っ
と
も
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
る
方
法
と
、
管
理
呼
ん
で
い
る
。
（注
2
)
効
果
的
な
診
断
を
妨
げ
る
も
の
ほ
、
日
組
織
の
公
式
お
よ
び
非
公
式
的
側
面
の
間
に
あ
る
秘
密
の
壁
、
口
ゆ
が
め
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ツ
ョ
ソ
、
巳
冷
淡
、
無
関
心
な
従
業
員
、
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
⑱
有
効
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
と
し
て
、
山
自
己
を
知
る
(self,awareness)
、
②
効
果
的
に
診
断
す
る
、
③
個
人
が
成
長
し
、
ヨ
リ
創
造
的
と
な
る
よ
う
に
助
成
す
る
、
④
依
存
的
で
、
冷
淡
、
無
関
心
な
従
業
員
に
対
処
す
る
、
⑤
経
営
と
い
う
競
争
的
世
界
（
昇
進
に
関
す
る
心
理
的
競
争
を
い
み
す
る
）
に
生
存
す
る
、
ス
キ
ル
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
も
っ
と
も
強
調
さ
る
べ
き
も
の
は
山
と
②
で
あ
る
。
他
人
を
理
解
す
る
に
は
自
己
を
、
自
己
を
理
解
す
る
に
は
他
人
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
第
二
章
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
管
理
者
教
育
は
、
管
理
者
自
身
と
、
か
れ
が
与
え
る
他
人
へ
の
影
響
を
知
る
有
効
な
方
法
の
教
育
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
実
に
は
大
部
分
の
管
理
者
行
動
は
権
威
的
、
独
裁
的
、
強
圧
的
で
あ
る
ゆ
え
に
、
c
独
裁
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
の
根
元
に
つ
い
て
の
心
理
学
的
調
査
結
果
な
ど
を
知
ら
し
め
る
こ
と
は
、
そ
の
行
動
を
変
化
せ
し
め
る
の
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
600 
し
か
し
、
著
者
自
身
も
そ
の
序
文
で
断
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
書
で
則
」
の
理
解
に
お
い
て
卓
越
し
た
も
の
が
あ
る
。
あ
ろ
う
。
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
か
ん
ず
く
、
適
応
行
動
隣
接
科
学
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
組
織
行
動
の
諸
原
理
を
擬
取
す
べ
き
で
る
。
ア
ー
ジ
リ
ス
の
著
書
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
む
し
ろ
特
異
な
存
在
も
ち
ろ
ん
、
本
書
の
社
会
学
的
批
判
ほ
、
紹
介
者
の
能
力
と
背
乗
か
ら
み
は
少
な
か
ら
ず
成
功
を
収
め
て
い
る
。
っ
た
。
か
れ
は
、
現
実
の
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動
を
、
個
人
的
、
公
式
ア
ー
ジ
リ
ス
著
「
人
格
と
組
織
」
の
概
略
は
以
上
の
ご
と
き
も
の
で
あ
六
組
織
と
人
間
行
動
者
教
育
に
お
け
る
ス
ク
ッ
フ
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
⑲
管
理
者
教
育
の
た
め
の
い
く
ら
か
の
指
針
、
⑲
管
理
者
教
育
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ
専
門
家
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
針
、
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
す
で
に
予
定
の
紙
面
を
超
過
し
た
の
で
、
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
。
的
お
よ
び
非
公
式
的
行
動
の
分
析
に
よ
っ
て
記
述
し
よ
う
と
し
、
そ
の
試
最
近
、
人
間
関
係
論
と
名
付
け
ら
れ
る
分
野
で
の
研
究
成
果
は
骸
し
い
蓄
積
を
み
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
が
論
理
的
一
貫
性
を
も
っ
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
理
論
構
造
は
必
ず
し
も
多
く
を
見
出
し
え
な
い
の
で
あ
と
し
て
の
非
公
式
組
織
の
解
朋
と
位
置
づ
け
、
析
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
が
い
う
「
情
況
的
思
考
」
な
い
し
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
プ
の
分
「
情
況
の
法
の
考
察
が
組
織
内
部
の
あ
る
局
面
に
限
ら
れ
、
組
織
の
も
つ
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
環
境
と
の
関
係
に
及
ば
な
い
こ
と
、
組
織
変
動
(orga,
nizational 
c
h
a
n
g
e
)
お
よ
び
音
巫
志
辻
5
0仁
逗
志
程
(decision,making
process)
の
考
察
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
行
動
科
学
の
未
発
達
と
、
そ
れ
が
も
つ
限
界
と
に
禍
い
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
淋
し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
く
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
志
決
定
の
理
論
が
、
最
近
と
く
に
著
し
い
科
学
と
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
組
織
理
論
の
中
心
的
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
き
、
か
れ
の
理
論
か
ら
の
分
析
が
墓
ま
れ
る
。
さ
ら
に
公
式
組
織
の
伝
統
的
な
諸
原
理
を
所
与
と
し
て
提
出
し
て
（注
1
)
い
る
こ
と
に
批
判
の
余
地
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
非
公
式
組
織
の
救
済
に
力
を
注
ぐ
あ
ま
り
、
公
式
組
織
が
や
や
不
当
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
し
て
遠
く
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
経
営
学
の
立
場
か
ら
、
と
こ
ろ
で
、
ア
ー
ジ
リ
ス
は
、
個
人
的
行
動
、
公
式
的
行
動
お
よ
び
非
公
式
的
行
動
か
ら
な
る
組
織
行
動
を
＾
イ
ボ
ー
ル
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ソ
ー
ダ
、
氷
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
成
分
を
も
つ
が
、
一
っ
（
飯
野
）
八
八
601 
う゚
（
飯
野
）
の
グ
ラ
ス
に
注
が
れ
る
と
、
新
し
い
成
分
を
も
つ
ハ
イ
ボ
ー
ル
が
作
ら
れ
イ
ボ
ー
ル
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
あ
る
と
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
で
は
、
経
営
組
織
に
お
け
る
人
間
行
動
の
合
理
性
が
や
や
も
す
る
と
無
視
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
。
ア
ー
ジ
リ
ス
の
組
織
行
動
の
理
論
よ
り
か
か
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
（注
2
)
は
、
サ
イ
モ
ン
の
管
理
行
動
(
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
b
e
h
a
v
i
o
r
)
の
理
論
が
ヨ
リ
有
効
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
イ
モ
ン
理
論
は
、
す
べ
て
の
人
間
行
動
を
導
く
意
志
決
定
を
中
心
と
し
、
そ
の
分
析
単
位
を
ョ
リ
精
細
な
決
定
前
提
(decision
p
r
e
m
i
s
e
s
)
に
お
き
、
意
志
決
定
過
程
の
理
論
の
な
か
に
合
理
性
と
非
合
理
性
の
統
合
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
を
得
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
（
一
九
五
八
、
十
二
、
二
0
)
（注
1
)
サ
イ
モ
ン
は
、
公
式
組
織
の
諸
原
理
自
体
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
（
後
掲
書
、
第
二
章
）
（注
2)I-I.A.
S
i
m
o
n
,
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
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組
織
と
人
間
行
動
理
性
）
の
濃
度
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
学
的
分
析
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
（
経
営
的
合
わ
れ
わ
れ
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
、
こ
の
場
合
、
公
式
組
織
で
あ
り
、
ハ
る
と
。
し
か
ら
ば
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
貫
く
も
の
は
何
か
。
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